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巻
頭
レ
ポ
ー
ト

　

仙
台
駅
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

構
想
に
基
づ
き
、
２
０
１
３
年
３
月
に
着

工
し
た
仙
台
駅
大
規
模
開
発
工
事
が
、
３

年
に
及
ぶ
工
期
を
経
て
２
０
１
６
年
３
月

18
日
に
完
成
し
た
。

　

東
西
自
由
通
路
は
、
従
来
の
６
ｍ
幅
か

ら
16
ｍ
に
拡
幅
さ
れ
、
ま
た
、
通
路
中
央

北
側
に
は
新
幹
線
連
絡
口
や
在
来
線
用
改

札
口
も
新
設
、
駅
東
側
か
ら
来
る
利
用
者

の
ア
ク
セ
ス
が
便
利
に
な
っ
た
。
４
階
ま

で
吹
抜
け
と
な
っ
た
広
々
と
し
た
空
間
に

ガ
ラ
ス
張
り
の
天
井
か
ら
差
し
込
む
や
わ

ら
か
な
陽
光
は
、
通
路
利
用
者
に
開
放
感

の
中
に
も
時
の
経
過
さ
え
感
じ
さ
せ
る
。

ま
た
、
中
央
植
え
込
み
に
配
置
さ
れ
た
落

葉
樹
の
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
「
け
や
き
」
は
、

四
季
の
移
ろ
い
を
添
え
て
利
用
者
を
出
迎

え
る
。
さ
ら
に
、
通
路
中
央
に
は
円
形
フ

ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
11
台
を
設
置
し
「
青
葉
通

り
の
緑
と
宮
城
野
通
り
の
緑
を
連
続
的
に

つ
な
ぐ
東
北
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
空

間
と
し
た
（
２
０
１
６
年
１
月
28
日 

Ｊ

Ｒ
仙
台
支
社
プ
レ
ス
よ
り
）」。
開
業
式
典

に
お
い
て
奥
山
仙
台
市
長
は
「
東
西
自
由

通
路
は
仙
台
の
街
づ
く
り
の
課
題
だ
っ
た
。

震
災
を
乗
り
越
え
、
仙
台
を
代
表
す
る
素

晴
ら
し
い
施
設
が
完
成
し
た
（
２
０
１
６

年
３
月
18
日 

河
北
新
報
夕
刊
よ
り
）」
と

話
し
た
。
５
月
中
旬
よ
り
自
由
通
路
の
愛

称
名
を
募
集
し
、
１
１
２
１
件
の
応
募
の

中
か
ら
、仙
台
市
の
愛
称
で
あ
る「
杜
の
都
」

と
自
由
通
路
の
ガ
ラ
ス
張
り
天
井
か
ら
降

り
注
ぐ
太
陽
光
の
明
る
さ
や
暖
か
み
が
感

じ
ら
れ
る
空
間
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
し

て
、
愛
称
名
を
「
杜
の
陽
だ
ま
り
ガ
レ
リ

ア
」
に
決
定
し
た
。
ち
な
み
に
「
ガ
レ
リ

ア
」
と
は
イ
タ
リ
ア
語
で
回
廊
・
ア
ー
ケ
ー

ド
の
意
味
が
あ
る
。

仙
台
駅
東
西
自
由
通
路
完
工

Ｊ
ー
Ａ
Ｄ
ビ
ジ
ョ
ン
等
稼
働
率
上
昇
!!

株
式
会
社
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画　

仙
台
支
店

媒
体
部
長

佐
藤
　
登
志
男

仙台駅東西自由通路　東側

やわらかな陽光が差し込む自由通路

東口改札口とけやきの植え込み
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同
日
オ
ー
プ
ン
し
た
エ
ス
パ
ル
仙
台
東

館
は
、
地
上
６
階
、
地
下
１
階
で
店
舗
面

積
は
１
０
３
０
０
㎡
。
お
み
や
げ
、
飲
食

を
は
じ
め
、
衣
料
品
、
雑
貨
な
ど
東
北

初
出
店
の
29
店
を
含
む
82
店
が
出
店
し

た
。
４
階
部
分
に
「
大
人
の
休
日
倶
楽
部

趣
味
の
会
」
を
は
じ
め
、ク
リ
ニ
ッ
ク
モ
ー

ル
や
保
育
園
も
あ
り
、
５
階
に
は
駅
ナ
カ

の
賑
わ
い
か
ら
少
し
離
れ
た
、
開
放
的
な

屋
上
庭
園
「SK

Y
 GA

RD
EN

」
が
あ
る
。

ま
さ
に
仙
台
駅
は
生
活
全
般
の
複
合
施
設

と
し
て
進
化
を
遂
げ
た
の
で
あ
る
。

　

仙
台
商
工
会
議
所
と
仙
台
市
で
５
月
27

日
（
金
）
と
29
日
（
日
）
に
実
施
し
た
市

中
心
部
７
地
点
の
「
歩
行
者
通
行
量
調

査
」
で
は
、
東
西
自
由
通
路
の
通
行
料
が

金
曜
、
日
曜
と
も
大
幅
に
増
え
、
調
査
７

地
点
の
ト
ッ
プ
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
７

月
１
日
の
パ
ル
コ
２
オ
ー
プ
ン
に
よ
り
駅

周
辺
へ
の
人
の
流
れ
が
一
層
強
ま
り
、
当

社
が
７
月
10
日
（
日
）
と
12
日
（
火
）
に

実
施
し
た
「
仙
台
駅
通
行
量
調
査
」
に
お

い
て
は
、
２
０
１
２
年
の
前
回
調
査
と
比

較
し
て
平
日
お
い
て
は
５
２
１
５
人
増
の

５
０
０
０
５
人
（
１
１
１
・
６
％
）、
休
日

で
は
１
１
７
４
０
人
増
の
６
２
１
１
３
人

（
１
２
３
・
３
％
）
の
通
行
量
が
あ
っ
た
。

　

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画
仙
台
支
店

は
Ｊ
Ｒ
仙
台
支
社
事
業
部
と
の
連
携
を
密

に
、
自
由
通
路
に
２
柱
８
面
のJ-A

D

ビ

ジ
ョ
ン
と
３
柱
６
面
のJ-Spot

ビ
ジ
ョ

ン
を
設
置
し
た
。
今
回
の
サ
イ
ネ
ー
ジ
は
、

上
部
に
ピ
ク
ト
グ
ラ
フ
（
案
内
板
）
が
付

い
て
い
る
こ
と
か
ら
筐き

ょ
う
た
い体

を
Ｊ
Ｒ
、
機
器

類
を
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画
で
投
資

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
当
社
媒
体
も
周
辺

景
観
に
合
致
す
る
よ
う
Ｊ
Ｒ
東
北
工
事
事

務
所
で
一
元
的
に
管
理
し
、
空
間
デ
ザ
イ

ン
全
般
に
含
ま
れ
る
も
の
と
し
て
組
み
込

ま
れ
た
。
工
事
事
務
所
お
よ
び
事
業
部
が

関
係
各
所
の
意
見
を
咀
嚼
し
根
気
強
く
ま

と
め
上
げ
た
結
果
、
自
治
体
を
は
じ
め
グ

ル
ー
プ
会
社
、
代
理
店
か
ら
も
高
く
評
価

さ
れ
て
い
る
。
当
社
は
、
70
イ
ン
チ
Ｌ
Ｅ

Ｄ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
14
台
と
Ｓ
Ｔ
Ｂ
（Set 

T
op Box

）
も
同
数
設
置
し
、
飲
料
メ
ー

カ
ー
の
自
主
規
制
等
、
多
用
な
ニ
ー
ズ

に
対
応
で
き
る
仕
様
と
し
た
。J-A

D

ビ

ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
既
存
の
２
階
中
央

改
札
口
16
面
と
連
動
さ
せ
、
４
月
４
日
よ

り
新
た
に
「
仙
台
駅J-A

D

ビ
ジ
ョ
ン
24

面
セ
ッ
ト
」
と
し
て
、
30
秒
×
12
枠
で

販
売
を
開
始
し
た
。
価
格
も
16
面
セ
ッ

ト
・
１
週
間
／
７
８
０
０
０
円
か
ら
１
週

間
／
１
８
０
０
０
０
円
に
大
幅
Ｕ
Ｐ
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
従
来
の
平
均
稼
働
率

60
％
よ
り
高
い
70
～
90
％
で
稼
動
し
て
お

り
、
全
体
売
上
の
み
な
ら
ず
Ｊ
Ｒ
納
金
額

に
も
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。
10
月
３
日

か
ら
は
日
本
テ
レ
ビ
系
列
「
ミ
ヤ
ギ
テ
レ

ビ
」
秋
の
番
宣
で
ジ
ャ
ッ
ク
放
映
し
て
い

た
だ
く
な
ど
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
評
価
も
高
く
、

年
末
に
か
け
て
決
定
申
込
お
よ
び
問
合
せ

が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
好
調
を
持
続

し
て
い
る
。J-Spot

ビ
ジ
ョ
ン
の
３
柱
６

面
に
つ
い
て
は
、
１
柱
・
東
西
２
面
×
３

東口J-ADビジョン

大人の休日倶楽部

スカイガーデン

S-PALエントランス

デジタルサインボードJ-Spotビジョン
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柱
の
仕
様
で
各
柱
に
２
社
の
ク
ラ
イ
ア
ン

ト
を
付
け
30
秒
ご
と
に
東
西
面
が
入
れ
替

わ
る
形
と
し
た
。
こ
れ
は
画
面
焼
付
け
防

止
を
す
る
と
共
に
、
ロ
ー
カ
ル
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
に
敬
遠
さ
れ
る
「
常
に
露
出
し
て
い

な
い
」「
数
分
に
一
度
し
か
放
映
さ
れ
な

い
」
と
い
う
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
不
満
を
解

消
す
る
も
の
で
あ
り
、
常
に
両
面
の
ど
ち

ら
か
に
放
映
さ
れ
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
サ
イ

ン
ボ
ー
ド
と
し
て
運
用
す
る
も
の
で
あ
る
。

仙
台
支
店
と
し
て
は
初
め
て
の
試
み
で

あ
っ
た
が
、
募
集
時
に
は
申
込
数
が
多
く

抽
選
と
な
っ
た
。
以
前
のJ-A

D

、J-Spot

ビ
ジ
ョ
ン
支
店
展
開
は
、
毎
月
の
減
価
償

却
費
と
固
定
配
信
費
が
負
担
と
な
り
、
出

稿
が
少
な
い
閑
散
期
に
お
い
て
は
利
益
率

を
圧
迫
し
て
い
た
。今
回
手
探
り
で
は
あ
っ

た
がJ-Spot

ビ
ジ
ョ
ン
６
社
６
面
の
年
間

契
約
で
安
定
的
収
入
を
確
保
し
、
24
面
に

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
たJ-A

D

ビ
ジ
ョ
ン
で

前
年
稼
働
率
を
維
持
し
つ
つ
収
入
増
を
図

る
よ
う
試
算
し
た
が
、
予
想
を
大
き
く
上

回
る
出
稿
を
確
保
で
き
、
デ
ジ
タ
ル
サ
イ

ネ
ー
ジ
の
可
能
性
を
見
直
す
嬉
し
い
誤
算

と
な
っ
た
。

　　

そ
の
他
の
開
発
媒
体
で
は
、
通
路
西
側

垂
壁
に
設
置
し
た
５
媒
体
お
よ
び
西
側
３

柱
６
媒
体
も
満
枠
、
通
路
西
側
・
東
面
向

き
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ダ
ウ
ン
ラ
イ
ト
付
大
型
サ
イ

ン
シ
ー
ト
（
Ｈ
３
・
６
ｍ
×
Ｗ
５
・
８
ｍ
） 

も
10
月
期
よ
り
満
枠
で
推
移
し
て
い
る
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
媒
体
と
し
て
Ｊ
Ｒ
が
オ
ー

ト
リ
フ
タ
ー
を
投
資
し
た
大
型
フ
ラ
ッ
グ

は
、
開
業
時
のS-PA
L

を
は
じ
め
ド
コ
モ

の
掲
出
が
決
定
し
て
お
り
、
ま
た
、
工
事

期
間
中
、
減
収
補
填
策
と
し
て
好
評
を
得

た
仮
囲
い
の
「
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
」
を
、

代
理
店
か
ら
の
強
い
要
望
も
あ
り
来
年
夏

オ
ー
プ
ン
予
定
の
「
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ

タ
ン
仙
台
イ
ー
ス
ト
」
の
仮
囲
い
に
５
面

設
置
し
完
売
し
た
。
東
西
自
由
通
路
媒
体

に
お
い
て
は
、
周
辺
環
境
の
高
評
価
を
背

景
に
ほ
ぼ
完
売
状
態
で
あ
り
、
心
強
い
限

り
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
感
じ
る
。

　

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
完
成
を

期
に
仙
台
駅
で
は
、
周
辺
お
よ
び
東
北
各

県
の
未
だ
知
ら
れ
ざ
る
魅
力
（
歴
史
、文
化
、

産
業
、
自
然
等
）
を
仙
台
駅
よ
り
発
信
す

る
「
ヨ
リ
未
知
（
よ
り
み
ち
）SEN

D
A

I

」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
て
い
る
。
県
外
・

海
外
か
ら
の
来
訪
者
、
地
元
の
方
々
に
気

軽
な
旅
（
寄
り
道
）
を
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
継
続
的
に
新
鮮
な
情
報
を
提
供
し

て
い
る
が
、
今
後
、
ま
す
ま
す
東
北
の
ゲ
ー

ト
ウ
ェ
イ
と
し
て
の
役
割
が
高
ま
っ
て
い

く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

最
後
に
、２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
サ
ッ
カ
ー
会
場
が
宮
城
ス
タ
ジ
ア
ム

で
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。
当
然
の
こ
と
な

が
ら
各
企
業
の
Ｐ
Ｒ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
も

仙
台
駅
を
基
点
と
し
て
展
開
さ
れ
る
こ
と

が
容
易
に
想
像
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
の
需
要

増
が
大
い
に
期
待
で
き
る
。仙
台
駅
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
完
成
後
も
Ｊ
Ｒ
仙

台
支
社
事
業
部
と
の
両
輪
で
、
関
係
各
機

関
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
飽
き
る
こ
と

な
く
「
ト
ラ
ト
＆
ト
ラ
イ
」
を
行
な
う
と

と
も
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
と
し
た

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
活
性
化
に
対
応
す
る
商
品

も
積
極
果
敢
に
造
成
し
て
い
き
た
い
。

　

皆
さ
ま
に
も
、
東
北
や
仙
台
へ
お
越
し

の
際
は
、
こ
の
新
し
く
な
っ
た
仙
台
駅
を

是
非
散
策
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、

今
回
完
成
し
た
仙
台
駅
は
あ
く
ま
で
も
東

北
復
興
へ
の
通
過
点
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら

も
ご
支
援
ご
協
力
を
深
く
お
願
い
し
た
い
。

西側壁面大型シート

中央改札口J-AD・16面

工事壁面マグネットシート

垂壁5媒体
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「欧州雑感」
理事　亀卦川　悟（㈱京急アドエンタープライズ）

　

数
年
前
、
鉄
道
関
係
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
視
察
団

へ
の
参
加
の
機
会
を
頂
き
ま
し
た
。
今
と
は
情

勢
も
違
い
ま
す
が
、
今
回
の
掲
載
を
機
に
当
時

を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。

○
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

　

マ
ド
リ
ッ
ド
か
ら
ス
イ
ス　

ベ
ル
ン
の
ホ
テ

ル
に
到
着
し
た
の
が
午
後
８
時
す
ぎ
、
夕
食
に

訪
れ
た
近
く
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
こ
と
で
し
た
。

　

席
に
着
く
と
、
大
量
の
サ
ラ
ダ
そ
し
て
ビ
ー

フ
ス
テ
ー
キetc,

、
日
程
も
半
ば
と
い
う
こ
と

も
あ
り
隣
り
の
某
氏
が
食
べ
あ
ぐ
ね
て
い
る
と
、

レ
ス
ト
ラ
ン
の
女
性
ス
タ
ッ
フ
が
「
フ
ィ
ニ
ッ

シ
ュ
？
」
を
連
発
、
ど
う
や
ら
ナ
イ
フ
と
フ
ォ
ー

ク
を
そ
の
都
度
揃
え
て
置
い

て
あ
る
た
め
の
よ
う
で
し
た

が
、
そ
の
や
り
と
り
が
皆
の

笑
い
を
誘
い
ま
し
た
。
勝
気

な
感
じ
だ
け
ど
愛
嬌
の
あ
る

彼
女
は
す
っ
か
り
打
ち
解
け

て
く
れ
、
団
員
と
の
記
念
写

真
も
撮
ら
せ
て
頂
け
ま
し
た
。

　

帰
り
が
け
、
彼
女
か
ら
の

一
言
「
写
真
、フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
に
載
せ
る
？
」

　

当
時
、
日
本
で
は
さ
ほ
ど

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
で
な
か
っ
た

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
帰
国
後

す
ぐ
に
調
べ
ま
し
た
。

○
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

　

視
察
団
出
発
前
の
あ
る
日
、

団
員
の
方
か
ら
メ
ー
ル
が
届
き
ま
し
た
。

 

「
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
ロ
ー
ル
で
持
っ
て

い
き
ま
す
。」

 

「
え
？
ど
う
い
う
意
味
？
」

　

あ
ま
り
気
に
せ
ず
、
出
発
へ
。

　

現
地
到
着
後
、
す
ぐ
に
分
か
り
ま
し
た
。
あ

ち
ら
の
紙
は
ご
わ
ご
わ
、
と
に
か
く
そ
の
都
度

ひ
り
ひ
り
で
し
た
。
草
食
と
肉
食
、

食
べ
る
物
の
違
い
な
ど
色
々
と
分
析

さ
れ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

日
本
品
質
を
改
め
て
認
識
い
た
し

ま
し
た
。

○
教
訓

　

視
察
最
終
日
、
予
定
の
帰
国
便
に

乗
れ
ず
延
泊
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
宿
泊
先
は
な
ん
と
か
確
保
し
た

も
の
の
、
泊
ま
る
と
言
っ
て
も
機
内

持
ち
込
み
の
軽
装
の
身
、
洗
面
具
・

替
え
の
下
着
も
無
い
し
…
。

　

そ
れ
は
と
も
か
く
、
日
本
へ
の
連

絡
手
段
ケ
ー
タ
イ
の
電
源
は
ど
う
し

た
ら
!?

　

機
内
持
ち
込
み
の
バ
ッ
ク
の
中
身
、

も
し
も
の
こ
と
を
考
え
て
!!
が
、
今

回
の
教
訓
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
鉄
道
事
情
の
視
察

で
し
た
。
日
本
と
違
っ
た
価
値
観
の
上
に
運
用

さ
れ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の
鉄
道
事
業
、
よ
く

言
わ
れ
る
自
己
責
任
・
個
人
主
義
の
世
界
、
そ

し
て
Ｅ
Ｕ
政
策
の
国
鉄
上
下
分
離
の
影
響
、
航

空
機
（
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
台
頭
も
含
め
）
と
の
競
争
な

ど
の
中
、
広
範
囲
の
高
速
鉄
道
網
が
整
備
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
効
率
的
な
運
用
に
は
、
各
国

の
国
民
性
、
民
族
性
、
そ
し
て
文
化
の
違
い
を

超
え
た
努
力
も
必
要
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

で
は
最
後
に
、
こ
ん
な
ジ
ョ
ー
ク
を
見
つ
け

ま
し
た
。

☆
あ
る
豪
華
客
船
が
航
行
中
に
、
大
火
災
が
発

生
し
ま
し
た
。
備
え
付
け
の
ボ
ー
ト
に
乗
り
切

れ
な
か
っ
た
男
性
乗
客
に
は
、
海
に
飛
び
込
ん

で
貰
お
う
と
し
た
船
長
は
こ
う
話
し
掛
け
ま
し

た
。

イ
ギ
リ
ス
人
に
は
、

「
紳
士
は
こ
う
い
う
時
に
飛
び
込
む
も
の
で
す
」。

ド
イ
ツ
人
に
は
、

「
規
則
で
は
海
に
飛
び
込
む
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
」。

イ
タ
リ
ア
人
に
は
、

「
さ
っ
き
美
女
が
飛
び
込
み
ま
し
た
よ
」。

フ
ラ
ン
ス
人
に
は
、

「
海
に
飛
び
込
ま
な
い
で
下
さ
い
」。

日
本
人
に
は
、

「
皆
さ
ん
も
う
飛
び
込
み
ま
し
た
よ
」。

次
回
も
お
楽
し
み
に
。

広 場

EU の上下分離政策から生まれたスペイン国鉄運営会社 Renfe の AVE
（Renfe プレゼン資料より）

団員の疲れを癒してくれた
ベルンのレストランスタッフ

フェイスブックに
載せる？
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交
通
広
告
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業

　

中
部
支
部（
阿
久
津
光
志
支
部
長
）で
は
、

４
年
目
を
迎
え
る
「
交
通
広
告
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
事
業
」
が
今
年
も
９
月
13
日
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
愛
知
大
学
、
金
城
学
院
大
学
、

中
京
大
学
の
３
大
学
か
ら
過
去
最
多
の
37

名
が
参
加
し
ま
す
。
交
通
広
告
の
新
し
い

価
値
創
造
に
む
け
て
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

や
メ
デ
ィ
ア
の
ト
レ
ン
ド
な
ど
を
学
び
な

が
ら
、
会
員
各
社
の
若
手
社
員
と
の
交
流

会
な
ど
を
約
４
か
月
に
わ
た
っ
て
展
開
し

て
い
き
ま
す
。

　

本
事
業
に
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
東
海
支

社
様
と
ポ
ッ
カ
サ
ッ
ポ
ロ
フ
ー
ド
＆
ビ
バ

レ
ッ
ジ
様
の
２
社
が
今
年
も
協
賛
、
事
業

交
通
広
告
実
務
研
修
の
開
催

　

近
畿
・
中
国
・
北
陸
支
部
（
山
本
章
義

支
部
長
）
で
は
、
10
月
14
日
（
金
）
株
式

会
社
Ｊ
Ｒ
西
日
本
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
仕
上
げ
と
し
て
、
学
生
た
ち
が
こ
の
２

社
か
ら
出
さ
れ
た
テ
ー
マ
に
基
づ
い
て
デ

ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
の
制
作
を
行
い
、
優

秀
作
品
を
Ｊ
Ｒ
、
名
鉄
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅

な
ど
で
実
際
に
放
映
し
ま
す
。

　

年
々
、
こ
の
事
業
に
参
加
し
た
学
生
が

中
部
地
区
の
会
員
社
を
リ
ク
ル
ー
テ
ィ
ン

グ
で
訪
れ
る
機
会
も
増
え
て
お
り
、
将
来

の
業
界
の
人
材
育
成
の
面
か
ら
も
、
さ
ら

に
今
年
は
充
実
し
た
内
容
に
し
て
い
き
た

い
と
事
務
局
一
同
、が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
！

● 

支 

部 

便 

り 

●

９月 13 日第１回セッションの模様

挨拶する冨田副支部長

中
部
支
部

近
畿
・
中
国
・
北
陸
支
部

ズ
８
階　

大
会
議
室
に
お
い
て
、「
交
通
広

告
実
務
研
修
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

冨
田
副
支
部
長
挨
拶
の
あ
と
、
講
義
が

あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
は
、
正
会
員
・
賛
助
会
員

39
社
よ
り
79
名
の
会
員
の
皆
さ
ま
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
テ
ー
マ
と
講
師
は
左
記
の
と
お
り
）

第
１
部　

13
時
45
分
～
14
時
45
分

テ
ー
マ
：「
交
通
広
告
ビ
ジ
ネ
ス
概
論
～
最

新
の
事
例
紹
介
～
」

講
師
：
㈱
メ
ト
ロ
ア
ド
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

　
　
　

営
業
本
部　

営
業
推
進
局

　
　
　

媒
体
第
二
部
長

　
　
　

金
沢　

一
幸
氏

第
２
部　

15
時
00
分
～
16
時
00
分

テ
ー
マ
：「
交
通
広
告
共
通
指
標
に
つ
い
て
」

講
師
：
㈱
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
デ
ザ
イ
ン
局　

シ
ニ
ア
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ

テ
ィ
向
上
委
員
会　

幹
事

　
　
　

白
𡈽　

栄
次
氏

　

ご
多
忙
な
折
り
今
回
の
研
修
に
お
時
間

を
割
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
講
師
の
お
二

人
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

白𡈽栄治氏㈱オリコム

金沢一幸氏㈱メトロアドエージェンシー

出席された会員社の皆さま
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く
、
徐
々
に
客
足
も
戻
り
つ
つ
あ
る
よ
う

で
す
が
、
熊
本
城
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、

本
来
の
復
興
に
は
ま
だ
時
間
が
か
か
る
よ

う
で
す
。

　

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
当
日
ご
案
内

く
だ
さ
い
ま
し
た
皆
さ
ま
に
心
か
ら
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

１
．
日
時
：
11
月
４
日
（
金
）
～
５
日
（
土
）

２
．
場
所
：
熊
本
駅
及
び
大
分
駅 

３
．
目
的
：
熊
本
・
大
分
地
震
発
生
に
伴

う
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
対
応
ヒ
ア
リ
ン
グ

と
駅
構
内
媒
体
等
の
視
察

４
．
参
加
者
：
四
国
支
部
会
員
７
社
８
名

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
講
師
は
次
の
通
り
。

日
時
：
10
月
11
日
（
火
）

会
場
：
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画
10
Ｆ

　
　
　

大
会
議
室

対
象
：
支
部
会
員
社
で
交
通
広
告
に
携

わ
っ
て
ま
だ
日
の
浅
い
社
員

参
加
人
数
：
41
社
73
名

９
時
45
分
～

首
都
圏
支
部　

原
口
支
部
長
挨
拶

10
時
00
分
～

交
通
広
告
ビ
ジ
ネ
ス
概
論

講
師
：
金
沢
一
幸
氏

九
州
で
媒
体
視
察
研
修

　

四
国
支
部
（
田
中
善
一
郎
支
部
長
）
で

は
11
月
４
日
（
金
）、
５
日
（
土
）
の
２
日

間
、
九
州
で
媒
体
視
察
研
修
を
行
い
ま
し

た
。
昨
年
は
Ｌ
Ｃ
Ｃ
を
利
用
し
初
の
海
外

上
海
で
の
媒
体
視
察
研
修
で
し
た
が
、
今

回
は
４
月
14
日
及
び
16
日
に
震
度
７
の
地

震
に
見
舞
わ
れ
た
熊
本
で
、
復
興
支
援
も

含
め
て
の
研
修
と
な
り
ま

し
た
。
地
震
発
生
に
よ
る

列
車
の
運
転
休
止
や
駅
構

内
損
傷
な
ど
利
用
者
・
乗

客
の
減
少
に
対
す
る
ク
ラ

イ
ア
ン
ト
対
応
概
要
を
ヒ

ア
リ
ン
グ
し
、
熊
本
駅
及

び
大
分
駅
構
内
に
お
い

て
、
交
通
媒
体
の
視
察
を

行
い
ま
し
た
。
リ
ス
ク

ヘ
ッ
ジ
の
た
め
に
も
非
常

に
有
意
義
な
２
日
間
の
日

程
で
し
た
。

　

地
震
発
生
時
よ
り
既
に

半
年
が
経
過
し
、
都
市
部

や
駅
や
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い

て
は
か
な
り
復
興
が
進
ん

で
い
る
よ
う
で
す
。ま
た
、

九
州
ふ
っ
こ
う
割
を
使
っ

て
の
旅
行
さ
れ
る
方
も
多

交
通
広
告
実
務
研
修
を

開
催
し
ま
し
た

　

首
都
圏
支
部
（
原
口
宰
支
部
長
）
で
は

10
月
11
日
（
火
）、
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本

企
画
10
Ｆ
大
会
議
室
に
お
い
て
、
今
年
も

交
通
広
告
に
関
す
る
実
務
の
基
礎
を
学
べ

る
「
交
通
広
告
実
務
研
修
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
こ
の
研
修
は
、交
通
広
告
に
携
わ
っ

て
ま
だ
日
の
浅
い
若
手
社
員
を
対
象
と
す

る
も
の
で
、
昨
年
は
８
月
と
い
う
早
い
時

期
の
開
催
で
し
た
が
、
夏
休
み
な
ど
と
も

重
な
り
、
時
期
を
ず
ら
し
て
ほ
し
い
と
い

う
要
望
が
多
か
っ
た
た
め
、
10
月
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。
当
日
は
参
加
さ
れ
た
41

社
74
名
の
皆
さ
ま
は
熱
心
に
講
義
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
原
口
首
都
圏
支
部
長
よ
り
、
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。（
次
ペ
ー
ジ
参
照
）

四
国
支
部

首
都
圏
支
部

熊本駅の媒体を視察 熊本駅での研修

大分駅のデジタルサイネージ

満員の会場

挨拶する原口支部長

大分駅の媒体を視察
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上
だ
っ
た
り
あ
る
い
は
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー

ジ
だ
っ
た
り
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
集
め
方
、

広
告
会
社
と
の
付
き
合
い
方
等
で
さ
ま
ざ

ま
な
や
り
方
が
個
性
的
と
い
う
か
、
路
線

ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
特
徴
が
あ
り
、
バ
ラ

バ
ラ
に
な
っ
て
い
た
わ
け
で
す
。
交
通
広
告

全
体
が
非
常
に
厳
し
い
中
で
、
今
年
初
め

て
大
手
私
鉄
を
始
め
と
す
る
関
東
11
社
共

同
で
同
時
期
に
同
じ
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
広

告
を
掲
出
す
る
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
あ
り

そ
う
で
な
か
っ
た
企
画
を
し
て
い
ま
す
。
そ

う
い
う
大
同
団
結
を
す
る
、
新
し
い
試
み

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
な
い
と
、
交
通
広
告
全

体
の
取
扱
高
の
減
少
は
止
ま
ら
な
い
の
で

は
な
い
か
と
い
う
危
機
感
を
持
っ
て
媒
体

社
側
が
立
ち
上
が
っ
た
と
い
う
、
今
ま
さ
に

そ
う
い
う
状
況
で
す
。
あ
り
が
た
い
こ
と
に

11
社
共
同
企
画
は
評
価
を
い
た
だ
き
、
好

調
な
売
れ
行
き
で
す
の
で
、
カ
ン
フ
ル
剤
と

し
て
は
効
い
た
か
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

で
す
が
、
も
う
皆
さ
ん
お
気
づ
き
の
通
り
、

11
社
共
通
の
広
告
を
出
す
と
い
う
こ
と
は
、

相
当
大
き
な
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
で

な
い
と
買
い
取
れ
な
い
広
告
で
あ
り
、
今
度

は
広
告
会
社
の
力
量
な
り
、
実
力
が
問
わ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
地
道
に
地
元
の

ス
ー
パ
ー
を
と
か
デ
パ
ー
ト
の
セ
ー
ル
を
と

い
う
活
動
と
は
別
の
形
で
、
交
通
広
告
が

動
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
そ
れ
に
は
我
々

交
通
広
告
に
携
わ
る
人
間
が
、
ど
う
対
処

し
て
い
く
の
か
と
い
う
問
題
意
識
を
持
つ
べ

原
口
宰
支
部
長
挨
拶

　

首
都
圏
支
部
支
部
長
の
原
口
で
す
。

交
通
広
告
を
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
か
と

い
う
こ
と
を
毎
日
悩
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ
と
い
う
全
国
組
織
の
、

特
に
中
核
を
占
め
る
首
都
圏
支
部
が
こ

の
よ
う
な
研
修
を
開
催
す
る
こ
と
で
、

今
日
お
集
ま
り
の
若
い
み
な
さ
ん
が
「
こ

れ
か
ら
の
交
通
広
告
、
だ
け
で
は
な
く

広
告
全
体
を
ど
う
考
え
る
か
」
と
い
う

大
変
よ
い
機
会
で
す
の
で
、
今
日
一
日
お

付
き
合
い
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

今
年
に
な
っ
て
か
ら
、「
急
に
」
と
い

う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
交
通
広

告
全
体
の
取
扱
高
は
相
当
苦
戦
を
し
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
中
核
を
占
め

る
首
都
圏
支
部
も
例
外
で
は
な
い
の
で

す
が
、
首
都
圏
以
外
の
場
所
で
す
と
も
っ

と
厳
し
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
私
は

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画
に
い
ま
す
の

で
、
Ｊ
Ｒ
、
特
に
山
手
線
の
よ
う
な
比
較

的
売
り
や
す
い
価
格
の
高
い
媒
体
か
ら
、

あ
ま
り
売
れ
行
き
の
よ
く
な
い
媒
体
ま

で
幅
広
く
扱
っ
て
い
ま
す
。
交
通
広
告

と
い
う
の
は
、
今
ま
で
は
ど
ち
ら
か
と
い

う
と
や
っ
て
い
る
こ
と
は
ど
こ
も
よ
く
似

て
は
い
る
の
で
す
が
、
Ｊ
Ｒ
も
私
鉄
も
同

時
に
論
じ
ら
れ
な
い
各
社
の
個
性
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
中
吊
り
だ
っ
た
り
窓

き
時
代
を
迎
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

新
聞
・
雑
誌
と
い
う
紙
媒
体
の
人
気
あ

る
い
は
価
値
が
落
ち
て
来
て
い
る
と
い
う
こ

と
は
皆
様
ご
承
知
の
通
り
で
す
。
地
上
波

の
テ
レ
ビ
広
告
を
含
め
既
存
型
の
媒
体
が

頭
打
ち
あ
る
い
は
右
肩
下
が
り
に
な
っ
て
い

る
の
は
間
違
い
な
い
の
で
す
が
、
広
告
全
体

の
出
稿
量
は
そ
れ
ほ
ど
減
っ
て
い
な
い
、
ま

た
は
微
増
と
い
う
状
況
で
す
。
景
気
が
足

踏
み
を
続
け
て
い
る
状
態
で
、
各
企
業
共

存
し
な
が
ら
、
ま
だ
広
告
費
を
大
幅
に
カ
ッ

ト
す
る
と
こ
ろ
ま
で
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
の

で
、
既
存
型
の
媒
体
が
落
ち
て
い
る
中
、
そ

う
で
は
な
い
媒
体
、
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
、
デ
ジ

タ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
分
野
が
ど
ん

ど
ん
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
で
、
交
通
広
告
を
旧

来
型
の
媒
体
と
捉
え
る
と
、
交
通
広
告
が

典
型
的
な
既
存
型
媒
体
と
し
て
、
ジ
リ
貧

に
な
っ
て
落
ち
る
か
、
あ
る
い
は
そ
の
伸
び

て
い
る
媒
体
な
ど
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し

な
が
ら
交
通
媒
体
の
新
し
い
魅
力
を
作
れ

る
か
ど
う
か
は
、
ま
さ
に
今
胸
先
八
丁
を

迎
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
媒
体
社
側
も

そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
、
デ
ジ
タ
ル
を
出

す
、
動
画
を
出
す
と
い
う
こ
と
を
何
年
も

前
か
ら
始
め
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
も
う

新
し
い
こ
と
で
も
な
ん
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

ど
う
し
た
ら
交
通
媒
体
そ
の
も
の
の
魅
力

を
上
げ
ら
れ
る
か
と
い
う
こ
と
を
、
今
日

お
集
ま
り
に
な
っ
て
い
る
方
々
を
含
め
、
交

通
媒
体
に
携
わ
る
全
て
の
人
間
が
一
所

懸
命
取
り
組
む
、
あ
る
い
は
色
々
な
新

し
い
考
え
や
ア
イ
デ
ア
を
出
さ
な
け
れ

ば
、
生
き
残
れ
な
い
時
代
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
一
定
の
堅
い
需
要
は
あ
り
ま
す

か
ら
、
突
然
死
は
し
な
い
で
す
。
で
も
、

こ
れ
は
絶
対
な
く
な
る
は
ず
は
な
い
と

思
っ
て
い
た
媒
体
が
な
く
な
っ
て
い
く
こ

と
に
よ
っ
て
ジ
リ
貧
に
な
る
わ
け
で
す
の

で
、
今
あ
る
交
通
媒
体
が
こ
の
ま
ま
の

人
気
で
い
く
と
、
じ
り
じ
り
と
明
ら
か

な
死
を
迎
え
て
し
ま
う
可
能
性
が
０
で

は
な
い
と
思
い
ま
す
。
交
通
媒
体
に
ど
の

よ
う
な
魅
力
を
付
加
す
る
か
、
あ
る
い

は
デ
ジ
タ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
ど

の
よ
う
な
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る

か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
色
々

と
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

交
通
媒
体
を
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
か
ら
み
て

魅
力
あ
る
媒
体
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
こ

と
に
、今
日
の
研
修
が
そ
の
一
助
に
な
り
、

何
か
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
同
じ
道
を
歩
く
も
の
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し

て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
い

ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ア
を
お
寄
せ
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
し
、
あ
る
い
は
競
争
で
も

あ
り
ま
す
の
で
お
互
い
切
磋
琢
磨
し
て
、

業
界
全
体
の
パ
イ
を
大
き
く
し
て
い
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
本
日
は
最
後
ま
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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13
時
10
分
～

交
通
広
告
の
倫
理
綱
領
、
掲
出
基
準
に
関

す
る
講
義

講
師
：
藤
村
直
子

㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画 

交
通
媒
体
局
審
査
部

交
通
広
告
の
倫
理
綱
領
、
掲
出
基
準
に

関
す
る
講
義

14
時
10
分
～

安
全
研
修

　

講
師
：
紫
藤
裕
二
氏

㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画

交
通
媒
体
局
設
備
・
安
全
対
策
部

交
通
広
告
の
掲
出
・
撤
去
作
業
時
の
安

全
対
策
に
関
す
る
講
義

㈱
メ
ト
ロ
ア
ド
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

営
業
媒
体
局

交
通
広
告
の
概
要
と
実
務
に
関
す
る
講
義

　

①
交
通
広
告
の
変
遷

　

②
交
通
広
告
の
種
類
・
名
称

　

③
交
通
広
告
の
特
性

　

④
交
通
広
告
の
市
場
規
模

　

⑤
交
通
広
告
の
業
務
フ
ロ
ー

11
時
10
分
～

交
通
広
告
の
展
開
事
例
に
関
す
る
研
修

講
師
：
稲
葉
朋
江
氏

㈱
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
日
本
企
画

０
０
Ｈ
メ
デ
ィ
ア
局

交
通
広
告
の
展
開
事
例
に
関
す
る
講
義

今年４月には熊本で、そして 10 月には鳥取と大きな地震
が発生する日本列島ですが、皆さま地震に対する備えは
なにかされていますか？ 半年に１回非常用の食料と電池
を新しいものと交換する程度しかしていないのですが…。
今年も残り１か月となりました。若干早いのですが、また
来年もよろしくお願いします。

●メールと写真、ご意見、ご感想はこちらへどうぞ。
　 information@j-jafra.jp

稲葉氏 金沢氏

紫藤氏 藤村氏

●会員社の代表者が
変更になった場合など、
変更届はホームページ

（http://j-jafra.jp）
の「各種届出書類」に
用意してございますので、ご記入
の上、事務局宛にお送り下さい。
ご協力お願いします。

被災前の倉吉市の白壁土蔵、
早い復興を祈っています。

環
境
委
員
会
か
ら
の
お
願
い

　

環
境
委
員
会
（
冨
田
栄
次
委
員
長
）
で
は
、

会
員
各
社
を
対
象
に
「
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ
環
境

方
針
」
と
環
境
へ
の
具
体
的
な
取
組
み
に
つ

い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ
12
月
号
（
当
号
）
に
ア
ン
ケ
ー

ト
用
紙
（
表
紙
を
含
め
全
４
ペ
ー
ジ
）
を
各

社
１
部
同
封
し
て
い
ま
す
の
で
、
12
月
19
日

ま
で
に
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｒ
Ａ
事
務
局
あ
て
に
回
答

を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。
お
寄
せ
い
た

だ
い
た
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
元
に
来

年
度
に
向
け
た
指

針
を
策
定
い
た
し

ま
す
の
で
、
各
社

の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 委

員
会
便
り

環
境
委
員
会

環境カード


